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隣瀬辰男様 


捧 綾正次様 


阪田勝Z多様 


防失当日
公立大学法人横浜市議義理，ふ当:

理事長本多常£iiとと:む
謹塾長ネド;� 

2009年� 7Ji1日付で照会のありました件につきまして、次のとおり回答します。� 

1 繋学寄鮒金の使途について、他の教員についても、悉響調査をしたか合

(鴎苓〉

護学寄附金の健速について、全教員及び取引業者に確錦織査を行いました。� 

2 寄付金は、大学への書付金であるのに、特定の教員と経付き関係になっているのは、

どうし、う犠拠によるのか。

{鴎答)

奨学寄附金iま、一般!こ「学僑護費や教宵の究襲震発展のための寄付金jとされており、


文部科学省で培、産業界等との共闘研究や受託研掠と同様、いわゆる「外部糞金j とし


て位置付けています。


:本学においても同様の趣旨で制度を綾けており‘その取識については、 f会立大学法人


横浜事立大学における研究費の取接に劉する規程j で定めています。


奨学帯附金の申し込みにあたっては、問鯛穂l二基づく申込鴨r:...希望する研覧内審や


窪当教績を毘載できるようにしています。
 

3 杉山への寄付者が阪薬品会社に集中している原因を解析したか。

(回答)

護学者寄附識の寄付書について、そ(J)業績・難態等の額向は解析していません。� 

4 杉山は、韓長でありながら、教急救命部・語床検査部・薬剤部の部長を来年に亙り兼

務していた。このようなこと左事件との関採について解析し、対策を講じたか。

(匝答〉

察援の組織溜営上、適任者がいない場合には策任体艇を整えるため、構院長が蒙務す

ることがあります。



5 杉山が湘央学欄の学生実習費の� 80%を奨学番手付金lこ変更させたことについて、平成� 

20年度づきは是正したが、それ以前のものは是正されていないのは知何なる蓮昌による

のか。� 80ちも分は正規に処理されていれば、委託委として績浜棋の歳入金になるべきも

のであるのに、杉山に饗学寄付金として楼失していたのであるから、全棋を弁務させる

べきではないのか。

{回答)

調査した締県、湘央学閣の学生実習費密、前セン1'-病院長が拠点鮮噂附金に変更させ

たという事実は杷縛していません。

奨学寄隣金と学並舞官費のいずれも法人の鞍入ではありますが、それぞれの載量本来

の麓冨かも本適切と考えられることから、灘史学穫と話し合いの結果、平成20年II分
については是正安特いました。� 

6 藍薬品会社からの奨学寄付金は、その実質において病院への能薬品納入代金のリベー

トと考えるのが世間の常識と思うが、大学の見解は如何か。そう考えると、杉山への奨

学寄付金は全額を弁摘させるべきではないの治、

(回答)

奨学寄輯金培、一般に� f学衛研実や教曹の究襲・発獲のための寄村金jとされており、

本学においても興織の趣憶で輯度を設けてい家す。� 

7 大学への寄付金は、容持者名を公表することが、透明性を確探することになると考え

るが、大学の見解は如例か。

(回答)

本学では、開来構求があった場合、� f横浜市の保有する情報の公開に闘する条例j に基

づき寄付者名について公識しています。� 

8!季五設事室、書などというものを、学校建設内に嘗駐させることを認めているのか。

〈回容〉

本学では、研究費問滑に遊行するために必要な続究補助者や事務補助殺の服用を認め

ています。� 

9 杉山の私設秘書への給与は、全額返還させるべきではないか。何故金ら、研究とは産

機関係ないからである。金お、私設署長書の給与の糠泉徴収義務者は誰だっためか。

(部答〉

轍センう喜一察穣長が舞学寄隊金で建男していた者i立、人耗滋造会社からの減遺糠員で

あり、露泉撮程義務者i氏議議人材源遣会社となりを駐す。� 

10 レントゲン袋代として支出されたものに対応するレントゲン検査は実在したのか。検

驚の具体的な内容を提示の上明らかiこされたい。

{問答)

樽質問の� fレントゲン議代j について誌、いつの支出か分かりかおることか弘、部蕎

ずることができません。



11 杉山の奨学寄附金の支出手続では、支出請求者と検品検査者が杉山になっている。こ

のようなことがどうして認められていたのか。責任の所在は誰にあるのかについて検証

されたか。

(回答)

奨学寄附金の執行に際Lて、平成 18年度までは『見積・発注・納品』の一連の手続

を当該教員が行っていましたが、平成 19年度以降は、納品確認を専門に行う職員を配

置し、当該教員以外の第三者が納品確認を実施するよう、制度を故めています。 

12 奨学寄附金は廃止すべき左考えるが、奨学寄附金を廃止するこ左の支障左なるこ左を

具体的に列記されたい。

(回答)

奨学寄附金は、一般に『学術研究や教育の充実・発展のための寄付金』とされており、

文部科学省では、産業界等との共同研究や受託冊究と同様、いわゆる『外部資金』とし

て位置付けています。

本学においても同様の趣旨で制度を霞けており、本学の教育・冊究の充実に必要な財

調と考えています。


